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＜連絡事項＞

· 本日16：00～プログラム担当者が集まって検討会実施予定

· うみねこ幸房よりお知らせあり。6/4・5と陸奥市川で行なわれる産直市に参加するとの事

· 広報委員会から俳句以来あり。今月は柴田・上野が担当

· 本日午後、看護学生の実習受け入れあり

· 本日より門上采桂さん(介護)のローテーション研修実施（明日まで）

＜事例検討＞

北村　奈美様（32）統合失調症・強迫行為　　デイケア利用開始：Ｈ19.8.10（3年8ヶ月）

デイケア利用予定日：週1回・木曜日　　出席率：0％

検討内容現状確認・今後の目標設定と計画の立案

現状

· デイケア通所が昨年9月から行なえていない。

· 欠席の理由として、ケアアセスメントの実施を挙げており「生活の楽しみが無いから目標を聞かれたくない」「人の中に入っていけない」と訴えている。

· 1月に本人から担当医へデイケア退所の相談あり。担当医からは本人の意志で退所を決定するよう説明あり。

· 本人へ通所意志を確認すると、担当医へ相談時点で退所したと考えていたと話されているが、「デイケアは相談場所として利用したい」と利用継続希望の意志が聞かれている。

· 3月の震災後、弟様の安否確認を家族へ頻回に行なう事でお母様から怒られたと電話連絡あり。「自分は生きていて良いのか」との発言聞かれている。

· 4月に来所し、「内履きを自宅で使用したい」との事で私物を持ち帰っている。通所については当分来れないと話す。

· 相談場所としては、デイケアから青明舎への移行を勧めているが、面識のある女性スタッフに対応して欲しいと希望され、青明舎利用に踏み切る事が出来ない。

· 相談時には相手の表情や態度へ敏感に反応してしまい、「自分を迷惑に思っている」「確認することで怒りそうな気がする」と相手に対して思い込んでしまう傾向にある。

· 本人の希望としては、友人を作り休日には外出したいと理想を持つことは出来ている。

担当医の方針

・集団適応は困難な為、通所を無理に進めなくて良い。本人の希望があれば退所可

目標設定
長期目標：社会と関わりを持って生活する事が出来る

中期目標：社会資源を適切に利用する事が出来る

短期目標：相談窓口を増やす事が出来る（現在：お母様、外来、デイケアの一部スタッフ）

計画：

1 必要時には自分から相談する事が出来るよう、相談を受けることが可能である事を本人へ説明する

2 外来受診時には生活状況を確認し、困った場面での対応方法を確認していく

3 相談時に利用可能な窓口を本人へ説明していく

＜業務改善＞

○プログラム検討

· 6月分のテキストは全て提出されており、プログラム入力も済んでいる為、今週中に提出予定

· 本日16：00より担当者で集まり、新規プログラムの検討実施予定

○環境整備

· 環境整備予定表提出済み

· 3階の倉庫整理を実施中

· スタッフルームの整理・掃除を実施。各自必要書類の整理を行なう事

· 靴箱の使用表が出来上がった為掲示していく

○新書式検討

· 日々の記録書式と経過連絡票の書式を新規で作成し、基準・手順書添付して提出済み

· 以下の内容を再度見直しして今週中に再提出予定

1） 使用目的の明確化と記入項目の記入目的

2） 使用手順と使用時期

○その他

· 修理依頼提出中の破損箇所について、庶務へ修理予定を確認する

· 青陽館1階にてアリが出没してきた為、メンバーへジュース缶の処理方法や砂糖使用時にこぼした際の対応を徹底して頂くよう説明する

· 入浴利用について

《現在》　

・火曜日（AM･PM）・木曜日（PM）金曜日（PM）でボイラー稼動して浴室開放実施中

・ボイラー稼働・浴室開放時間、入浴利用予定者

	火曜日
	10：00～20：00
	デイケア・デイナイトケア・ナイトケア・御家族

	木曜日
	13：00～20：00
	デイケア・デイナイトケア・ナイトケア

	金曜日
	14：00～20：00
	デイケア・デイナイトケア・ナイトケア・御家族


・火・木曜日の午後は青風荘入居者を優先として入浴利用実施している為、デイケア利用者が入浴できない

・木曜日の利用時には最大7名で入浴している現状がある

・メンバーからエアロビ実施後の入浴希望が聞かれている

・ボイラーを止めても、暫くの間（約1時間程度）は湯の利用が可能

⇒以上の点からボイラーの稼働時間を短縮して、入浴利用日の拡大を検討

《新案》　

・火曜日（AM･PM）・水曜日（PM）・木曜日（PM）金曜日（PM）でボイラー稼動して浴室開放実施

・ボイラー稼働・浴室開放時間、入浴利用予定者

	火曜日
	10：00～20：00
	デイケア・デイナイトケア・ナイトケア・御家族

	水曜日
	14：00～20：00
	デイケア・デイナイトケア・ナイトケア

	木曜日
	13：00～20：00
	デイケア・デイナイトケア・ナイトケア

	金曜日
	14：00～20：00
	デイケア・デイナイトケア・ナイトケア・御家族


・ボイラーの稼動は、浴室開放時間～18：30までとして実施

・ボイラー停止後も湯の利用は可能である事をメンバーへ説明していく

・火・木曜日の午後は原則として青風荘入居者が優先となる事をメンバーへ説明する

⇒以上の内容で来週から浴室開放の実施を検討

＜利用者様情報＞

上川原　豊様～昨日の夕方に本人から電話連絡あり。電話の修理・工事が完了して電話が通じるようになったとの事。

繁名　和恵様～お父様の法事により欠席すると連絡あり。事前に連絡を受けていなかった事を伝え、帰宅ない口実ではないのか確認すると「フフッ」と笑って電話を終了している。

鈴木　茂子様～腹痛を訴え静養室利用して過ごされている。最近腹痛の訴えが持続している事に加え顔色不良も見られており、青山荘入居者の中には発熱のため欠席している方もいる為、体調面観察していく。昨日採血の結果を説明受け、値は改善してきている事を報告されている。

晴山美智子様～自宅へ連絡しているが繋がらない状態が続いている為、継続して自宅へ連絡し生活状況の確認を図っていく。

種本　サハ様～通所にて炊飯しているが、ご飯を入れる袋を購入したと報告。その後袋が要らなくなったとの事で、他者へ譲ろうとしている事あり。通所内での物品のやり取りは禁止である事を確認し、止めて頂いているが相手のメンバーと小声で言葉を交わしている様子あり。

奥山以依子様～昨日のプログラム中にホワイトボードを移動使用として倒してしまう事あり。本人の外傷は無いが、ボードの破損見られている。

大久保康弘様～昨日15：00体温37.4℃あり、2時間後にも37.5℃見られている。夕食後に帰宅して自宅にて様子を見ており、今朝には解熱したとの事。本日来所時の体温36.0℃。咽頭痛の訴え聞かれている。

＜外来情報＞

奥山　以依子様～昨日通所のホワイトボードを破損した事に不安を持っていると話している。「弁償しろって言われたらどうしよう。今2万円おろしたから大丈夫かな。お金ないし」と訴えている。担当医から弁償は無いと思われる事を説明すると、「安心しました」との発言聞かれている。







